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研究課題の設定、研究の評価、フォローアップ等に留意する必要もある。 

なお、「厚生労働行政の在り方に関する懇談会最終報告（平成21年３月30日）」において

は、施策が多くの国民の理解と納得を得られるよう、企画立案の裏付けとなるような研究を

推進することが必要と指摘されているが、本研究事業は、この指摘に対応し得る研究事業で

あり適切に推進する必要がある。 

 

４．参考（概要図） 

特別研究事業

国民の健康生活を脅かす突発的な問題や社会的要請の強い諸課題につ
いて、緊急に行政による効果的な施策が必要な場合、先駆的な研究を支
援し、当該課題を解決するための新たな科学的基盤を得ることを目的とし
ている。

、

平 成 ２ ０ 年 度 研 究 成 果 例

国民の健康を脅かす
突発的な問題

行政的緊急性

厚生行政施策の科学的基盤

社会的要請の強い問題

・病院勤務医等の勤務環境改善に関する
研究

・助産師と産科医の協働の推進に関する
研究

・臓器移植拡大に受けた医療施設の整備
体制に関する研究

・ネット世代の自殺関連行動と予防のあり
方に関する研究

 
 
 

＜Ⅱ．厚生科学基盤研究分野＞ 

 
厚生科学基盤研究分野は、臨床に直結する成果が期待できる基盤研究について補助するこ

とを目的としている。厚生科学基盤研究分野は、「先端的基盤開発研究事業」及び「臨床応

用基盤研究事業」からなる。「先端的基盤開発研究事業」には創薬基盤推進研究、再生医療

実用化研究、医療機器開発推進研究があり、「臨床応用基盤研究事業」には医療技術実用化

研究がある。 

 

（3）先端的基盤開発研究  

・創薬基盤推進研究 

 
分野名   Ⅱ．厚生科学基盤研究 

事業名       創薬基盤推進研究経費 

主管部局（課室）  医政局研究開発振興課 

運営体制      医政局研究開発振興課の単独運営 

 


